
当院におけるＱＩを用いたＰＤＣＡサイクルの実際 
【ＱＩ研究について】 
 当院は、「都道府県がん診療連携拠点病院協議会がん登録部会ＱＩ研究（以下、「ＱＩ研究」と言い

ます。）」に参加することで、がん医療の質の継続的向上に取り組んでいます。このＱＩ研究の指標

は、国においては、がん対策基本法で規定する「がん医療の均てん化」（全国どこでもがんの標準的

な専門医療を受けられるよう、医療技術等の格差の是正を図ること）の実態を評価するために、参加

施設においては、がん標準診療の実施率のフィードバックを受けることでＰＤＣＡサイクルの中で組

織的な改善策を講じるために活用されています。 

 

【当院における 2019 年症例ＱＩ研究参加によるＰＤＣＡについて】 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★Ｐｌａｎ（計画）★:2021 年 8 月 

201９年症例ＱＩ研究に参加することで、 

①当院と参加拠点病院との標準診療の実施率を比較して、君津保健医療圏においてがん医療の

均てん化がなされているかどうかを評価する。 

②当院の標準診療の実施率を経年比較して、がん診療連携拠点病院として医療の質の継続的向

上が図られているかどうかを評価する。 

③標準診療が実施されていない症例については、その理由を調査をして、改善に繋げていく。 

★Ｄｏ（実行）★:2021 年 9 月～2022 年 11 月 

2018 年症例ＱＩ研究へのデータの提出と結果のフィードバック。 

★Ｃｈｅｃｋ（評価）★:2022 年 11 月～2022 年 6 月 

フィードバックデータの解析を行い、標準診療未実施症例の理由を調査する。 

★Ａｃｔｉｏｎ（改善）★:2023 年 6 月～ 

解析結果を病院⾧の諮問機関であるがん診療連携拠点病院委員会に諮り、その検討結果を各

診療科に周知する。課題の見つかった個々の指標については、PDCA サイクルを活用して改善

に取り組む。 

君津保健医療圏（木更津市、君津市、富津市及び袖ケ浦市）におけるがん医療の均てん化と 

がん診療連携拠点病院としてのがん医療の質の継続的向上 
目標 


